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C：シンポジウムⅡ
テーマ 学びの場の再定義

～学校と仕事が出会うとき



「生きづらい」と「しんどい」
それぞれの言葉のイメージ

大阪から来ました井沼です。1982年、ちょうど今

から30年前に教育学部を卒業しました。1977年か

ら1982年まで５年かかりました。サークル活動に没

頭していて、卒業が１年遅れたのですが、それが私

の教師の原点として非常に役に立っているかなと

思っています。

今日のテーマは「『生きづらさ』を超えて」という

ことですが、この「生きづらさ」という言葉は、2000

年代の中頃ぐらいから湯浅誠さんや、雨宮処凛さん

がよく使うようになって広まりましたが、やっぱり

ずっと違和感はあるんですね。それは何かと言いま

したら、「生きづらい」というのはどちらかというと

その人個人の問題、あるいは個人の責任の問題につ

ながっていきそうな感じがするんです。「あいつ、生

きづらいやつだね」と言ったときに。

大阪では、そういう子どもたちや若者のことを、

ずっと「しんどい子」と呼んできました。「しんどい」

というのは、その子自身が「しんどい」のではなく、

その子が「背負わされているもの」が「しんどい」

んですよね。ですから、訳も分からずに背負わされ

ているものの一つ一つを、「何で自分はこれを背負っ

ているんだ？」とか「背負わされているんだ？」と

いうのを分かってくることで、自覚して、「俺はこれ

を背負うぞ」というところにもっていくことができ

ると思うんです。だから、やっぱり私としたら、「生

きづらい子」と言うよりも「しんどい子」と言う方

がしっくりきます。

「しんどい子」を取り巻く
全日制普通科の現状

Ｘ高校は、この３月まで11年間勤めていました。

今日のレジュメは、Ｘ高での実践記録です。読んで

いただけたら、語りの足りない部分を補えるかなと

思います。Ｘ高校は、Ｓ市の全日制普通科で入試偏

差値が下位の学校の１つです。2000年代に入って矢

継ぎ早に行われた、いわゆる「特色ある学校づくり」

に、積極的にのらなかった学校なんですね。だから

教育委員会からはあまりお金も回ってこないで、「地

域の学力のしんどい子たちを引き受ける」という役

割を担っています。

特に2005年に、学区が拡大したことで、今までに

ない「しんどい子」たちが入ってくるようになりま

した。「しんどい」というのはどういう感じか一言で

言うと「言葉が通じない」と、当時の先生方がよく

言っていたものです。「今度の子は言葉が通じへんね

ん」という感じです。昨日、栗原先生がおっしゃっ

た「異交通」が毎日起きているような、言っている

意味を読み解くために、全力を使って向き合う日々

が続きました。

280人定員で入学しますが、卒業するのは200人

前後です。一番少ないときで180人ですから、100人

が３年間でいなくなりました。それを「何とかせな」

ということで、学校全体で授業の在り方や生徒指導

の体制もつくり直して、ようやく220人から240人

が卒業できるところまで回復できました。だいたい

就職が３割、大学、短大、専門学校を併せて４割、

残りの３割がいわゆる「未定」のまま出ていきます。

2008年のリーマンショック以降は、就職希望が増
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えました。ところが求人票はぐっと減っていますか

ら、なかなか就職に結び付けるのは大変なんです。

生徒が「朝から来ない」、「昼からいない」、「来たら

寝ている」と、教師はぼやくんですけれど、本当に

そんな感じで、僕は１年生のときに授業を15分聞か

せるのも精いっぱいでした。15分持たないという

か、そこに行き着くまでにまず時間がかかる。あん

まりうるさいから怒ったら、教科書を〝バン"と目

の前でたたきつけられて大げんかになることもあり

ました。

子どもたちが社会で必要なスキルと
関係性を育てることに絞って

その子たちが３年生になったときに現代社会を週

２時間教えるのですが、いわゆる教科書通りの現代

社会なんて何の意味もなさないので、本当にこの子

らがとりあえず10年、18歳で卒業して28歳まで、

たぶん正規雇用と非正規雇用と失業の間を行ったり

来たりしながら、どちらかというと非正規雇用側で

生きていくことになると思うんですが、その10年間

をしのいで生きていくために必要な知識、スキルに

絞って教えようと思って、授業を全面的につくり変

えました。それと同時に、彼らが卒業後も困ったと

きに頼れる人間関係をどう育てるかということを、

１年間考えながら授業をしました。資料１に年間の

授業計画を載せていますので、ご覧ください。

24ページに行きます。とりあえず授業を始めるに

当たり、何を身に付けさせるか、①から⑤まで５つ

のことを頭に置いて授業を始めました。詳しく話し

ませんが、そこから暗中模索が始まったとお考えく

ださい。子どもたちとがやがやしゃべりながら、ど

んな感じで授業を進めているのかわかるように少し

教室の風景をお見せします。「ああ、こんな感じなの

か」と見ていただけたらと思います。

これは11月頃の授業です。実は、元日弁連の会長

の宇都宮健児弁護士に学校で講演していただいたの

ですが、宇都宮さんから送られてきた資料に自殺者

数の推移を示すグラフがありました。1998年から日

本の社会は自殺者が３万人を超えたままです。自殺

者が３万人いるって、「どうしてこんな社会なんやろ

うか」ということをみんなで議論した時の映像です。

特に30代と70代の自殺者が増えているんです

ね。その原因は何だろうと考えているところです。

ビデオ上映>

ビデオの女の子が言っている「200万円借りたら」

というのは、200万円を借りて専門学校へ行きなが

ら、月に２万円ずつ返していったら、何年かかって

総額いくらになるか、「サルでもできる複利計算プリ

ント」というのを作って、チームに分けて計算した

授業のことを前提にしています。結果として、230数

万円返さないといけないし、11年間かかるというこ

とが分かって、彼らは驚くんですね。その授業があっ

て、奨学金を借りてやっと就職をしても、サラリー

マンの年収が1998年からずっと下がり続けている

ことを考えると、「返せると思っていても、結局返せ

なくなっていくんじゃないのか」と彼女は言いた

かったわけです。

ビデオ上映>

寝ている生徒を起こしていますね。この子はなか

なか学校に来なかった子です。その横に見えている

のが、宇都宮弁護士です。生徒と一緒にグループに

入ってくれました。

ビデオ上映により中断>

会話の中から見えてくる
「しんどさ」を生む背景

前の彼女のときには自分で発表させて、この子の

ときには僕が代わりに説明しています。生徒が「イ

ヤや」と言ったら、その「イヤや」が「イヤやけど

言ってもいいよ」なのか、「ここで前に立たされたら

私はもう絶対貝になるで」と言っているのか見分け

ながら、「あ、この子はちょっと無理かな」と思った

ら代わりに僕がこうやってしゃべっているんです。

彼女は、学校をよく休みます。父子家庭でお父さ

んが病気がちなこともあって、下の弟や妹の面倒を

見なきゃいけない。その彼女が「母子家庭はまだま

しなんやで。いろいろ手当があるから。でも父子家

庭ってもらわれへんねんでえ。ひどいと思わへん？」

と、ぽそぽそっと話していて、僕は初めて、「あ、そ

うやったんや、この子は」というふうに気が付いた
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のです。討論をすると言ってもこんな感じです。言

葉にならない言葉をつないでいったり、言える子は

言うといった感じで授業をやっています。

こういう授業を始めようと思ったのは、先ほど「朝

来ない、昼からいない、来たら寝てる」彼らの生活

背景が、やっぱりすごいからなんですね。もう標準

家族なんていうのは幻想。〝貧乏だけれどお父さん、

お母さんは一生懸命働いて、切り詰めながら家族み

んなで協力して暮らしています"なんていう世界は、

もうなくなっているんじゃないかなと思います。生

活費を自分たちで計算させたときに、食費が１万円

とか１万5,000円って、まるでテレビの１カ月１万

円生活みたいなことを書いてくる子がいたんです。

僕は「ふざけているのか」と思ったら、「私、お父さ

んから毎月１万円をもらって、『これで生きていけ』

と言われて生きてるよ」と。

「１日333円って、先生、結構きついね」などと言

います。「どないして暮らしているの？」と聞くと「昼

は『じゃがりこ』やな～。そのまま１日終わる日も

ある。あるいはアイスを１個食べただけ」というよ

うな話をする子が、もう１人や２人じゃないんです。

そういう経済的な問題だけじゃなく24ページの

下のように、複雑な家庭環境の中で、家庭がいづら

くて生活を崩して退学していく子が大変多いです。

退学の理由には「学業不振」や「進路変更」と書か

れますが、学業不振になっていく、よくあるケース

は家出なんです。友達の家を転々としながら、何と

か学校には通おうとするけれども、結局それは続か

ないというパターンですね。

例えば、僕が２年間担任をしたＤ男君。１年生の

ときは何とか大丈夫でしたが、２年生になってぱ

たっと休み出したんですね。「何で来ないんや？」と

聞いたら、「母さんが『行くな』と言うから。『行っ

たらあかん』と言うから行かれへん」と。で、その

お母さんは本当のお母さんじゃなくて後妻さんなの

ですが、実はお父さんから事情があって逃げている

んです。前妻の子どもだったＤ男君兄弟と新しくで

きた弟、妹。「お前ら施設に行くか？」と言われて、

いったんは施設に預けられるのですが、「どうしても

施設がイヤや」ということで、お母さんに「それな

ら飯もちゃんと食わせられへんかもしれへん。苦労

するけどそれでもええんか」と聞かれて、Ｄ男君兄

弟は「それでもいいからお母さんの元に置いてくれ」

と言って、一緒に暮らしている。

でも結局は下の弟、妹の面倒を見させられ、その

ために「学校を休め」と言われるという。もう親子

関係というよりも支配と隷属の関係なんですね。そ

れにずっと従ってきたけど、ついに高校２年生のと

きに、彼は「くそばばあ」と言って家に帰らなくな

るんです。彼が泊めてもらっている友達の家に行っ

て、「どうする？」って話をしたけれど、結局辞めま

した。

Ｉ男君は両親が中国人で、お父さんは日本語が

しゃべれません。だからお父さんは仕事をせずに

ずっと家にこもってる。お母さんは片言の日本語が

しゃべれるようになって、パートでたくましく働い

ている。日本で生きていくために学歴を付けさせた

いと思ってＩ男君を高校へ行かせるけれど、実はＩ

男君自身も小学校、中学校と言葉の問題でいじめら

れた経験がある。何とか２年生までは行くのですが、

ぷつっと糸が切れたように来なくなるんですね。

これら「文化的な排除の圧力」というのはすごく

あって、それは単に日本人が中国人に対して排除し

ているというんじゃなくて、家庭の中でも、日本に

溶け込めない父親と、日本で片言の日本語を習得し

て何とか生きていく母親がいて、「でも、あなたは中

国人としてしっかり生きていかなあかん」と言われ

る。Ｉ男君は、日本の漫画を読み、日本人のように

怠けたりする一方で、「自分は中国人なのか日本人な

のか」分からなくなったのだろうと思います。彼は

結局、辞めてしまいました。

Ｈ男君というのは、留年して僕のクラスに来まし

たが、理由を尋ねると「朝が起きられないです」と

言います。本当に起きれないんです。何回電話して

も起きない。でも「何で起きられないのかな？」と

いう話ができるようになってきたら、「夜、眠れない」

と。「夜眠れないのは、何を考えて眠れないの？」と

聞いたら、「自分の将来のこととかを考えると、どん

どん眠れなくなる」と言うのです。父子家庭でお父

さんは働いてない。病気であるということで、たぶ

ん生活保護を受けながらの生活でしょう。そのお父

さんの元で、自分は専門学校にも行けないかもしれ

ないという思いが自分を攻撃する方に入っていく子

なんですね。それで朝起きられなくて、来れなかっ
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た。

やがて、彼は父親に対する憎しみが言えるように

なります。「あんなおやじのために、俺は行きたい学

校にも行かれへんねん」と言えるようになって、

「じゃあ、専門学校へ行くための金を稼ごうや」と話

すと、アルバイトを始めて30万円ためるという目標

を持って働きだしました。結局、そのアルバイト先

のうどん屋さんでものすごいかわいがられてしまっ

て、出席時間数が足りなくなって辞めました。しか

し彼は単位制の学校に通い、アルバイトでためた自

分のお金で学費を払いながら、自立に向かって一生

懸命やっています。

彼の場合は何とかそこまで持っていけたんですけ

れども、はっきり言って、昨日、栗原先生が話され

た「ほとりに立つ」という点で言えば、僕なんか、

「ほとりに茫然と立ち尽くす」というか、もう「途方

に暮れて立ち尽くす」ような毎日なんですね。どう

手を差し伸べていいのか分からなくて、辞めていく

子たちに何もできない。いや、何もできないわけじゃ

ないんですが、何かしても効果が出せないままに終

わるということの繰り返しなんです。

高校生アルバイトの現実

もう１つ、彼らの生活背景としては「アルバイト

の現実」があります。８割の生徒がアルバイトをし

ていますが、見てもらったら分かるように、だいた

い小売業、飲食業、サービス業などの第３次産業で

す。現在の大阪府の最低賃金は時給800円です。北

海道はいくらですか。北海道もかなり安いですよね。

たいていほとんどの子が最低賃金ぐらいで働いてい

ます。主婦のパートと高校生のアルバイトがなけれ

ば日本の第３次産業は回っていかないと言えるほ

ど、彼らは基幹労働力だと思うんですね。

そういう中で「使い捨て」にされてしまう。「いつ

でも取り換え可能な商品」のように、「労働力として

の商品」の扱いを受けていますから、いろいろむか

つくこととかがあるんですね。Ｍ子とＴ子のアルバ

イトリポートを載せていますが、いろいろ「もやも

や」した気持ちを持ちながらも、雇い主側に感情ま

でコントロールされて、「お客さまのためなら頑張る

んです」ということも言っている。感情までも誘導

されるマニュアル労働の中で、「もやもや」しながら

「何かおかしい」という問いを持てなくなってしま

う。「問いを持つことすら奪われている」のが、アル

バイトをしている高校生の現実なんです。

そういう姿にアルバイトリポートを読みながら気

付いて、僕は、「『あれ？ 何か変 』と言えるよう

になろう」と。つまり「問いを立てられる」ように

なること。「これでいいんです」じゃなくて、「これ、

どこかおかしいと思います」ということを「言い出

せる」ような授業をつくろうと思いました。彼らの

労働が生み出す価値と文化を正当に評価する、言語

化するというのは、同時に労働世界に対して「おか

しいことはおかしい」と言って正当に参加していけ

るようにすること。これが課題じゃないかなと思っ

て、「アルバイトの契約書をもらってくる」という授

業を始めたんです。

アルバイトの契約書は出さないといけないんで

す。労働基準法15条で「労働条件については明示す

るものとする」という義務があって、これを破った

使用者の側は、悪質な場合は罰金を科せられます。

つまり重い罰が与えられるはずなんですが、アルバ

イトの契約書というのは、渡されないか渡されても

意味が分からずに捨ててしまっている場合がほとん

どです。これは、高校生だけではありません。大学

で授業した時に聞いたら、「契約書を見たことがな

い」とか、あっても「捨てました」とか、「もらって

いません」という反応ばかり。大学生のアルバイト

でも同じなんですね。むしろ大学生のアルバイトの

方がひどい使われ方をしているんです。深夜に入れ

るから、好きなように深夜勤務をさせて、割増も払

わずにいても、大学生は、「自分たちはちょっと賢い」

と思っていますから、そういう困難な中でも「頑張

る自分に酔う」んです。ますます「搾り取られていっ

ていること」に疑問を持たないんですね。

ちょっと話がそれました。Ｔ子のアルバイトの話

をします。もうひどい串カツ屋さんのアルバイトな

んですね。２年半続いているけれども、とにかくひ

どい。夜の11時過ぎでも高校生を働かせて、深夜勤

務の手当もないし割増もない。彼女は授業でそれを

発表しているときに、「うそつき 」「もう本当にう

ちの店長はうそつき 」って憤るんですね。この時私
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は、「すごい」と思ったんです。何か「もやもや」し

てむかつくけれど、何が原因か分からないけれど、

ともかく、「彼女は憤ることができた」わけですよ。

「うそをつかれている」ということも分かってきてい

るんですね。「賢くなったな」というふうに思いまし

た。

弁護士さんがすごくいいことを言ってくれたので

すが、「君がこうやって店長を相手に契約書を取って

きたということは、自分にとってもよかったけれど

も、実は会社にとっても法律を守る方向に一歩進む

ことができた。高校生が社会をいい方向に動かした

んやね」という話をしてくれて、そのときみんな、

「あ、そうか。俺ら、社会をええ方に動かしたんだ」

とすごく喜んだんですね。これがきっかけで、連鎖

反応が始まり、アルバイト先の労働基準法違反が改

善していくんです。

この授業を始めて３年目に、最初に違反がどれだ

けあるか調べたら、最低賃金違反が６件ありました。

でもアルバイトの契約書をもらってくるという取り

組みを通じて、６件全部解決するんです。ある契約

書は、最低賃金以下の時給にわざわざ二重線を引い

て最低賃金の時給に書き直して渡している。「先生、

これ見て。言わなかったら、このままでいくつもり

やったんやで～。慌てて直している。せめてちゃん

と書き直してほしいよね」と生徒が言うんです。

２つ例を挙げます。Ａ子の場合。実は彼女は最低

賃金以下ということに気が付いて、スーパーのパー

トのおばちゃんと協力して、それを売り場主任会議

から店長会議に上げてもらって解決していくんです

ね。私はそのことについて、彼女が書いてきたリポー

トの価値や意味が全然分かってなかったんですけれ

ど、竹内先生が『教育と福祉の出会うところ』の中

の１章を使って、私の実践を詳細に分析してくれて

います。

その中で、彼女は事実上の「団体交渉」をやった

と書いてくださった。しかもその「団体交渉」を職

場のオバちゃんたちと協力してつくり上げていった

んですね。仲間うちで文句を言いに行くんじゃなく

て、「職場の会議にかけてもらっている」と。これは

もう「職場の民主化」ですよね。そういうことは、

彼女１人だったらできなかったでしょうし、パート

のおばちゃんだけでもできなかったでしょう。彼女

が学校で習ってきて、おばちゃんに言って、おばちゃ

んが生活の知恵から、「こう持っていった方がいい

よ」というアドバイスをしてくれて、要するに高校

生とおばちゃんが教え、教えられながら社会を変革

していったんです。私は、竹内先生に分析されてこ

のことの意味が分かりました。

ただ、こういうＡ子のような例というのは、困難

校の中でも「エリートアルバイト高校生」なんだと

思います。だいたいアルバイトが１年以上続いてい

る子というのは社会性があって、労働能力があって、

臨機応変さがあって、職場でもかわいがられている

と思うんです。ところが、もっとしんどい生徒がた

くさんいるんです。１年持たない。１日、２日行く

とクビになってくる。「役に立たん」と言われる。面

接に10回行っても10回とも落ちて帰ってくる。さ

らに言えば、面接によう行かん。いろいろな理由を

付けて、大人の前に出て自分についてしゃべること

をずっと避けている。意外と成績はよかったりする

子らの中にそういう子がいるんです。私はアルバイ

トが１年以上続いているという子は服装がどうであ

れ、授業中寝ていたとしても「この子は見どころが

ある」と思いながら接しています。

Ｋ子は、そういうエリートアルバイト高校生じゃ

なくて、２日行って辞めた子です。授業中もだらっ

としていて、ノートもちゃんと書かない子だった。

そのＫ子が机間巡視している私を呼びとめ、「２日で

辞めてん」とぼそぼそと言う。「給料もらわれへん

の？」って。私は、「やった この子がそういうこと

を言った」と思って、「何で２日で辞めたん？」「ちゃ

んと言うてみたらいけると思うで」って話したんで

す。「俺の授業は、ちゃんと働いてちゃんともらうが

モットーだからね。ちゃんと働いたんやから、ちゃ

んともらいに行き」って。彼女に「いきさつをちょっ

と書いてみて」ってお願いして、書いてきたのが27

ページのリポートなんです。

私は、当初、Ｋ子は「『根気がない』とか『やる気

がない』とか『役に立たない』と言われて辞めさせ

られたんやろうな」と思っていたのです。が、実は

そうじゃなくて、店側の都合によって彼女は翻弄（ほ

んろう）されていたのが分かってくるんですね。

それを読んだ上で、28ページを見てください。彼

女は、「何かイヤな感じやったからもう辞めようと
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思った。電話するのもイヤやから、そのときはブチ

りました」。つまり、２日だけ行って、もうあとは行

かなくなりました。これがあの子らが辞めるときの

いつものパターンなんです。「何かイヤ。でも、何が

イヤか分からん。うっとうしいから、ブッチする」。

そして行かなくなる。

でも、授業で先生に、「ちゃんと働いたら、ちゃん

ともらわな」と言われたから、「そういうことをする

のは失礼やな」と感じるようになったんですね。ブッ

チするのは失礼やから「辞めます」とちゃんと伝え

て、「働いた分はくれますか」と言ってみようと思え

たんですね。

そうしたら、面白いことに、向こうの店長もふて

こい態度を取りながらも、「じゃあ、退職届を書いて

よ」と言っている。このふてこいけれども、「退職届

を書け」と言ったのは、要するに、ふてくされなが

らも「ちゃんと法的な労働契約関係に基づいて、あ

なたのことは対応しますよ」って、店長も一歩前進で

きたんだと思うんですね。

こんなふうに契約書をもらってくることで職場が

どんどん変わっていったんです。もちろんもらえな

い子の方が圧倒的に多いんです。Ｂ子のアルバイト

しているスーパーはうちの生徒が何代も続けてアル

バイトしていて、最低賃金以下で働かされて、パワ

ハラを受けて、という、いわく付きの店長のところ

です。その店長とのやりとりがものすごく生き生き

していて面白かったので、これは37ページに載せて

いるように劇にしようということで、ロールプレー

イングの台本にしました。

その中で、この店長は本当にこう言ったらしいの

です。「お前、先生に言うとけ、あほちゃうか～って。

どうせ最低賃金とかそんなん教えてんちゃうんけ？

いらんこと教えんでえ～ねんって言うとけよ 」と。

このやりとりをロールプレイしたときに、弁護士

さんがすごいことを言われました。結局、契約書は

もらえなかった。でも、「もらえなくてもどっちが正

しいか分かって引き下がるのと何も分からずに引き

下がるのだったら、全然違うよね」と。負けながら

何をつかむのかということに、私は目を開かれまし

た。

労働法の授業ってどっちかというと「物取り」に

なることが多いんです。「取れたか、取れなかったか」

になるんですけれども、「そうか、『負けながらつか

む』という方法もあるんだ 」ということを教わり

しました。

ケーキ屋でアルバイトしているＷ子は「契約書を

もらえますか？」と言ったら、「そんなものない」と

言われます。「法律では出さないとあかんのですよ」

と言ったら、今度は「そんなこと言うんだったら、

そこらへんに違法駐車しているのはみんな法律違反

やないか。世の中みんな違法しているのに何で俺だ

け守らなあかんのや」みたいなへりくつを言われま

した。

そういう話を授業中に聞きだして、「それ面白いか

ら、じゃあ、この店長にどうやって契約書を書いて

もらうか、みんなで議論しよう」となりました。そ

うしたら、「キレてみる」とか、「泣いてみる」とか、

「雑誌の切り抜きをさりげなく挟んでおく」、「『最低

賃金はいくらになりました』というページを開けて

見せておく」とか、いろいろなアイデアが出た。

Ｗ子に「やってみる？」と聞くと、「やってみる」。

その後、「どうやった？」と聞くと、「だめやった」

と答えたあとに「でも、いいねん。あのあと、店長

にいろいろ語られてな。離婚して、俺がどれだけ苦

労したかという話が延々続いて、『世の中、金を大事

にせえよ』という話をされて、店長さんも苦労して

いるからね」と話すんです。彼女は負けながら一歩

引いて、そのアルバイトを続けるんですね。

討論の場から生まれる
〝疑問"にこそ意味がある

こんなふうにやっていると、授業がうまくいく時

もあれば、うまくいかない時もある。そもそも計画

どおりに進まなくて、思いもかけない方向に展開し

ていく。時々、やっていて何の意味があるのかなと

思うこともありました。でも昨日の栗原先生の話を

聞いて、はっとしました。「わいわい、わいわい、議

論する、応答する中で小さな公共性が立ち上がって

くる」というお話に、「そうか、こういう討論をしな

がら、『この店長おかしいよね』『じゃあ、この店長

にはどうなってほしいと思う？』みたいに、みんな

で議論できること自体が、『個別自分の私的なこと』

から、『公共的な問題』に開いていけていたんやな」
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と思うようになりました。「契約書は取れなかったけ

ど、そういう意味があったのか」と、昨日のお話を

聞きながら気が付いた次第です。

７．の「困ったときに頼れる関係をどう育てるか」

ということですが、学歴で勝負できない子どもたち

にとっては、地元の連れとか同級生というのが唯一

の財産です。でも、それは放っておくと「じゃあ、

一緒にキャバクラに勤めようか」というふうに落ち

ていく場合もあります。そうじゃなくて、困ったと

きには誰かが助けるし、おかしいことには誰かがし

かるべき場所につないでくれるという関係に変えら

れないかなと考えたのが７．以降なんです。

いわゆる「キャリア教育」というのは「個人のス

キルをいかに高めるか」ばかりが注目されますが、

その考えでは絶対に子どもに優劣が出てくるんで

す。スキルを高めた子と高められなかった子の、競

争に「勝った負けた」が出てくるんです。そんなこ

とをしても、結局、今度は生きていくためのスキル

競争をさせるだけになってしまいますから、そう

じゃなくて、足りなかったら友達に補ってもらいな

がら、あるいは、友達の足りないところは自分が補

いながら、チームを組んで共同で能力を蓄積してい

かれへんか、そういう授業ができへんかなと考えた

んです。

ただ、うちの生徒は本当に人間関係が下手ですか

ら、人間関係のトラブルで学校を辞めてしまう子も

います。そんな子らに「親しくない子たちとグルー

プをつくって議論せよ」なんていうのは、最初はハー

ドルが高いんですね。それができるという確信が持

てたのは、29ページに載せたＣ子とＳ子との会話が

きっかけでした。

Ｃ子は、授業中、全然話を聞いてくれない。弁護

士さんが来て、気合を入れて授業しているのに遊ん

でばっかりで全然聞いてくれないものだから、最後

に僕がキレかけたとき、Ｓ子が、私に「先生、ハロー

ワークって何？」って尋ねてきました。ハローワーク

の授業をしていたときでしたから、「お前、今まで何

を聞いていたんや。俺、ハローワークの説明をして

きたやろう」と言いながら、「ハローワークに行った

ら、パソコンが置いてあって、いっぱい求人の検索

ができる。お前ら、絶対に世話になる所やから」と

話したら、Ｃ子が「いらんもん、そんなところ行け

へんもん」と言うんです。「いやいや、行った方が得

やて」「いいの、携帯で検索したらいいもん」「携帯

とパソコンは情報量が違うんや」と言い合っている

ところに、Ｓ子はまた「アルバイトとパートってど

う違うの？」と話を振ってきました。

割り込み質問に答えないとぶちギレて授業になら

なくなるので、一つ一つ答えていくようにしていま

す。「ハローワークって基本的に高校生のアルバイト

は紹介してくれへんよ。パートはあるけどね」とい

う話をしたら、Ｓ子が「私、行けたで」って言うんで

す。Ｓ子はハローワークに行ったことがあったんで

す。社会人のフリーターのふりして、ちゃんとそこ

で紹介してもらったんです。それだったら、先に「ハ

ローワークって何？」って聞くなよと思うんですけ

ど、彼女はそういうことを言ったあとに、「簡単やで。

パソコンの画面にこう指をタッチするだけで行ける

ねんで」という話をする。そこまで来たときに初め

て、「あ、これはもしかしてＣ子に言いたかったんや」

と分かったんですね。「携帯しかなくても生きていけ

るもん」と言う彼女に「そうじゃないで」というの

を彼女は言いたかったんやと読み取れたんですね。

私はすごく優しい気持ちになって、「そやな、簡単や

な。俺らみたいな年寄よりあんたらの方がすぐ覚え

られるから」みたいな話ができたんです。

そのときに思いました。「この子らは何言うている

か分からへん、とんちんかんなことがいっぱいあっ

ても、でも、『心の奥で友達の何とか力になりたい』

という思いがある。それをどうやって引き出して意

味付けしてやるかなんや」と。そこからグループ学

習というのを怖がらずにやろうと思えるようになり

ました。

社会の一員の自覚を持ち
世の中と関われるように

30ページに行きます。労働基本権を語り直すとい

うことについてですが、契約書をもらった次は労働

三権を教えました。団結権、団体交渉権、団体行動

権。これは一番授業では教えにくいことなんです。

知識としては教えられるけれども、全然自分の身に

付かないんです。でも、授業をつくりなおす中で、

私は「団結権というのは、みんなが思っていること
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を言い合える権利や。団体交渉権というのは立場の

違う人がけんかで殴り合うんじゃなくて、冷静に話

し合う権利や。団体行動権というのは俺がどれだけ

つらいかというのを広くみんなに知ってもらう権利

やで」というふうな話をすることができました。そ

うして初めて労働三権ということを「身になる言葉」

として私は語れるようになったし、授業でも扱える

ようになったと思っています。

「高校生、社会を問う」というところについてです

が、アルバイトについて店長さんとか社員さんの働

き方をみて、過労死の危険度チェックをしようとい

う課題を最後に出しています。それは「アルバイト

だからいつ辞めてもいいんだ」ではなく、同じ働く

仲間として、店長や社員の人たちと職場や労働条件

について語れる高校生になってほしいと思っている

からなんです。

「『○○○』といううどん屋は、社員が過労死寸前

です」とリポートしてきたＳ也君の話です。この子

はすごく面白くて、最初は「そんなん勉強したって、

どうせ役に立てへん」と言っていた子なんですけれ

ども、このうどんチェーン店で生徒が５～６人働い

ていて、「１人が契約書をもらうとほかの店でも契約

書を出してくれる」とか、「１人が包丁でネギを切っ

ている時に指を切って労災が出た」となったら、ほ

かの店舗でもみんな労災で行けるようになったと

か、どんどん状況が変わってくるのを見て、ついに

「先生、高校生って労働組合つくってもええんか？」

と言い出します。「それはいいけれども、それよりも

職場の親睦会をつくって、正社員の人といろいろな

話ができるようにしたらどうや」とアドバイスをし

たところ、彼は大人と一緒に「うちの経営はどこが

問題ですよね」みたいな話ができるようになってい

るんです。そういうふうに実際に高校生が大人と一

緒に社会を論じ、少しずつ社会を変えながら、実感

として身に付けていくことができたかなと思ってい

ます。僕の報告を終わります。（拍手）

（司会) 今のご報告について、ご感想なり、ご質問

なりをしていただければと思います。

質問１ 卒業時の生徒たちについて、特に就職に

関して、先生の目からご覧になった変化があれば、

ご紹介いただけたらと思います。

（井沼) 目に見えた変化はないです。就職率が上が

るか下がるかは景気に左右されますから、かなりや

んちゃしたこの子らが実は、どんどん就職が決まっ

ていくんです。それは2008年の前だからです。2008

年の年の子らは、一次試験はリーマンショックの前

だったので通ったものの、一次試験で落ちた子は、

その後、なんぼ受けても受かりません。ちゃんとやっ

ているまじめな学年といわれた子らがそうなんで

す。だから、就職に直接の作用があったかどうかは

分かりません。

「困ったことがあったら、卒業してからも言いにお

いでや」と話しても、なかなかそんなにすぐには来

ないですけれども、数年たって、例えば、１カ月ぐ

らい前にも、「先生、覚えていますか？」なんて電話

がかかってきました。大変な子やったので覚えてい

るんですが、非正規雇用を繰り返して、最終的には

水商売へ行き、キャバクラやって、派手な生活もし

て、それももう先が見えたから、「そろそろ高校時代

に言っていた専門学校に行きたいんですけど、どう

したらいいですか？」と言います。「福祉の方に行き

たいんですけど」という相談で、「やっと戻ってくる

んやね」と関係の先生につないでいきました。そう

いうふうに何年かたってからというのは出てきてい

ますね。

（司会) ほかの方、いかがでしょうか。

質問２ お話の途中で「キャリア教育」は個人の

スキルを高めるだけであり、優劣や競争が付きもの

である」とありましたが、そういったとらえ方以外

にキャリア教育についてどう考えているかというこ

とを大まかにお聞かせ願いたいのですが。

（井沼) いわゆる一般的なキャリア教育の一番あか

んところは、個人のスキルや能力を高めて、求める

人材に合うようになったかどうか。その１点が変わ

らない限り、キャリア教育は、結局、子どもたちか

らそっぽを向かれていくだろうなと思うんです。

というのは、どれだけ頑張ったって計算が苦手な

子はいるし、どれだけ頑張ったって漢字がなかなか
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読めない子っているんですね。例えば、割増計算す

るとか、時給計算するという時に、僕は時給計算ボ

タンとパーセント計算ボタンが付いている電卓を

買ってきて、クラス全員に配ってやる。「割増計算を

してみ」と言ったって、割る数と割られる数がどっ

ちが先だったかなんぼ言っても入っていかない子っ

ているんです。

そういう子には４人でチームを組んで、「不安に

なったら、隣の子に『これでいい？』って聞きや」っ

て。「もし無理やったら、『もう私は無理やから教え

て』と言いや」と教えます。言ったら、「自分の足り

ないものは誰かの力を借りながら」ということは恥

ずかしくも何ともないし、「そういうことも認めて

よ」と言える大人にならないとあかんやろうと思っ

ています。そこがいわゆる「キャリア教育」との違

いだと思っています。
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